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昔
か
ら
健
康
食
材
と
し
て
親
し

ま
れ
、
食
卓
に
上
る
機
会
も
多
い

シ
イ
タ
ケ
は
、
独
特
の
味
、
香
り
、

食
感
が
特
徴
だ
。
ク
ヌ
ギ
、
シ
イ
、

ナ
ラ
や
ク
リ
な
ど
主
に
広
葉
樹
の

枯
れ
木
に
発
生
す
る
。

　

市
内
の
栽
培
が
盛
ん
に
な
っ

た
の
は
１
９
７
０
年
代
。
衰
退
す

る
木
炭
生
産
に
代
わ
っ
て
、
豊
富

な
原
木
資
源
を
活
用
し
た
生
産

が
増
加
し
た
。
中
で
も
旧
大
東
町

は
形
、
色
、
食
味
な
ど
を
審
査
す

る
県
品
評
会
で
30
年
連
続
（
70
〜

２
０
０
０
年
）
優
勝
を
果
た
す
な

ど
、
長
年
、「
シ
イ
タ
ケ
王
国
」
岩

手
の
頂
点
に
君
臨
し
て
き
た
。

　

し
か
し
５
年
前
、
敵
は
空
か
ら

や
っ
て
き
た
。
東
日
本
大
震
災
で

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
が
被
災
。
放
出
さ
れ
た
放
射
性

物
質
は
、
２
０
０
キ
ロ
離
れ
た
本

市
に
も
及
ん
だ
。
県
は
12
年
３
月
、

シ
イ
タ
ケ
の
出
荷
制
限
を
指
示
。

本
市
だ
け
で
２
７
１
万
本
も
の
ほ

だ
木
を
処
分
す
る
な
ど
、
産
地
は

崩
壊
の
危
機
に
立
た
さ
れ
た
。

　
「
負
け
て
た
ま
る
か
」

　

王
国
の
威
信
を
か
け
、
立
ち
上

が
っ
た
男
た
ち
。
放
射
能
被
害
と

風
評
被
害
、
見
え
な
い
敵
に
真
っ

向
か
ら
挑
む
産
地
再
生
の
取
り
組

み
を
追
っ
た
。

いちのせきを愛する人
な人

あい

菅原 有希さ
ん File_41
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県学校農業クラブ連盟大会で最優秀賞

Sugawara Yuki　17　千厩町千厩

着は深まった。
　「私のように人と関わり、地域を好きに

なる人が増えれば、きっとすてきなアイデ

アが生まれるはず。人と人との絆を大切に

することは、まちが変わっていく第一歩」
と言い切る。
　日進月歩が信条。ポジティブな性格も

また、魅力の一つ。「未来をつくるのは私
たち。だからもっと古里に関わりたい」。
真っすぐな瞳には、笑顔あふれる古里の

未来が映っている。

高
校
生
が
描
く
古
里
の
未
来
図

人
と
人
と
の
絆
が
ま
ち
を
変
え
る

　千厩高校生産技術科で被服や調理を学
ぶ菅原有希さん（3年）。県内の高校生が日
頃の学習成果を披露する「岩手県学校農
業クラブ連盟大会」（6月30日～ 7月1日、
滝沢市）に出場し、意見発表分野Ⅲ類で最
優秀賞を受賞した。
　演題は「町が大好きな高校生が未来の

町をつくる」。商店街とタッグを組んでス

イーツの開発に携わったり、地域の行事に

参加したりした経験から、人と人とのつな

がりや信頼がまちの未来を変えていくと主
張。「受賞は、いろんなことを教えてくれた

地域の皆さんのおかげです」とはにかむ。
　2015年4月、新町商店街の会長から「地
域活性化のためにスイーツを開発してほ

しい」と頼まれた。思いついたのは、特産
品の「桑

く わ

」を使ったシフォンケーキ。初め

ての商品開発に胸がときめいた。1年間の

試行錯誤の末、今年3月、せんまや夜市で

販売。「おいしい」「桑の風味がいい」と評
判は上々だった。「やってよかった。商店
街との信頼関係も生まれました」と自信を

のぞかせる。
　同校のまちづくり授業では、市内各地の

地域行事に参加した。大東町京津畑地区
の「食の文化祭」では配膳係に従事して、
地元スタッフと一緒にイベントを盛り上
げた。「せんまやひなまつり」では、地域の

人の手ほどきを受けながら伝統のつるし

びな作りに挑戦した。企画やイベントに携
わるたび、人の温かさに触れ、古里への愛

1998年千厩町生まれ。
高校の授業をきっかけ

に、まちづくりに興味を

持つ。地域のイベントや

企画に携わったことで

「とても積極的になった」
と自身の変化に驚いて

いる。日進月歩が信条。
趣味は15歳から始めた

新舞踊。好きなアーティ

ストはゆず。現在は、就
職を目指して勉強中。

特
集シイタケ王国の復活
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